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鎗文内容の要旨
臨床検査室において、血清ピリルビンは1961年に開発されたジアゾ反応を利用した測定が長年用いられ
てきたものの、その方法では抱合型ピリルピンの分画測定の不安定さのため正確性に欠ける指摘がされて
いた。近年ビリルピンオキシダーゼを利用した計測法の数種が提唱されるようになった。本論文はその原
理を基に反応系を作成したものであり、試薬系の作成はヤトロン社研究所の協力で組み立てられた。そこ
で、本酵素計測法に対する基礎的・臨床的検討を行った。そして以下のような結果が得られた。①本法は
希釈直線性・再現性は非常に優れ、従来見られた干渉物質の影響は観察されなかった。②健詰人 (n=
5]) を対象とした基準参照範囲は従来法とほぼ同じであった。③ジアゾ法との相関性は、総ピリルビンr
=0.975 (n=349)、抱合相ビリルビンで 0.949(n =348)であった。④総ビリルピンと抱合型ピりルピ
ンとの聞の相関性は、ジアゾ法でr=0.493 (n =347)、本法で 0.495(n =350)であった。⑤高速液体
クロマトグラフィ一分析 (IPLC)による抱合型ピリルビン比率と本法で得られた比率は、ジアゾ法と本法
問で得られた比率よりも高い相関性を示した (n= 100)。⑥ビリルピン尿検体 (n=35)では、ジアゾ法
では偽高値を示した。⑦3績の管理用試料を1施設に配布しジアゾ法と本法との変動係数を調査したとこ
ろ、後者が明らかに優れていた。⑧新生児溶血検体 (n= 12)、小児溶血性黄痘検体 (n=34)、成人肝性
黄痘検体 (n= 2)に対して測定したところ、ジアゾ法に比し本法が病態をよく反映していた。以上の結
束より本法は総ピリルビン、および特に抱合型.ビリルピン測定においてジアゾ法より臨床検査学的に有用
であると結論された。
論文審査の結果の要旨
肝機能検査の代表としてのピリルビン計測はジアゾ反応法が長年利用されてきたが、直接ピリルビン分
画の測定を確実に検知しえず高値傾向をとることが問題にされていた。このことからピリルビンオキシタ
ーゼを用いる方法が相次いで開発されている現状である。
著者はこの点に着目し直接ピリルビン計測を安定的かっ確実に検出できる反応系を組立て、その臨床的
評価を行った。その結果、①本法は希釈直線・性、再現性ともに優れ、その基準範囲は従来法と同じである
こと、②対比相関性試験において総ピリルビンがr=0.975、直接ピリルピンでr=0.949 (n =348)の優
れた相関性を認めること、③高速液体クロマトグラフィーでもって分画された直接ビリルピン値と本法値
との相関性はジアゾ法との柑関性より優れていた@④ビリルピン原検体での計測ジアゾ法は偽高値を示し
た。⑤同一試料を配布する17施設での共同精度管理調査において本法の変動係数は対照ジアゾ法のそれよ
-)95-
り優れていた。⑥新生児黄痕および肝性黄姐症例での経過観察においてジアゾ法に比例し本法が臨床病態
を良く反映していた。このことから本法は直接ピリルピンの検知に優れ臨床的有用性が高いと判断された。
以上の研究はビリルピン計測にF確性と精密性に優れた臨床的有用性の高い検査法を確立したものであ
り、臨床検査学的意義が極めて高い。よって本論文の著者は博士(医学)の授与に値するものと判定され
た。
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